
法人の概況

１．設立年月日

昭和51年12月28日 財団法人亀岡市清掃公社

平成24年４月１日 公益財団法人に移行し、亀岡市環境事業公社に名称変更

２．定款に定める目的

この法人は、亀岡市における一般廃棄物の排出抑制、分別排出の徹底及び循環による資源の

有効な再生利用を推進するとともに適正な処理を通じて、生活環境の保全及び公衆衛生の向上

を図り、もって市民の健康で快適な生活を確保し、人と環境にやさしい持続可能な循環型社会

の形成に寄与することを目的とする。

３．定款に定める事業内容

(1) 環境意識の啓発及び環境教育の支援に関すること。

(2) 不法投棄の防止等生活環境の保全に関すること。

(3) 一般廃棄物の処理に関すること。

(4) その他この法人の目的達成に必要な事業

４．主たる事務所の状況

主たる事務所：京都府亀岡市大井町並河若宮筋36番地の1

５．役員等に関する事項（平成31年3月31日現在）

(1) 評議員

役 職 氏 名 就任年月日

平成

評議員会会長 人見 正 24. 4. 1

評議員 内田 尚 30. 4. 4

〃 河原 正浩 30. 4. 4

〃 関口 征治 24. 4. 1

〃 田村 一 28. 5. 31

〃 山川 肇 24. 4. 1

(2) 理事、監事

役 職 氏 名 就任年月日

平成
理 事 長 門 哲弘 29. 4. 4

常務理事 田中 利昭 30. 4. 4

理 事 石田 武夫 24. 4. 1

〃 塩尻 知己 28. 4. 4

〃 中村 昌博 28. 5. 31

〃 丹羽 博 24. 4. 1

監 事 井木 悦夫 24. 4. 1

〃 田中 美良 29. 4. 4



１ 事業の実施状況

(1) 事業の総括

亀岡市環境事業公社は人と環境にやさしい資源循環型まちづくり及び市民の生活環境の保護・保

全を使命として、公共的な市民サービスを提供する公益財団法人です。法人の使命を達成するため、

職員一人ひとりが亀岡市の環境行政の一翼を担う誇りと情熱を持って安全確実・親切丁寧に業務を

遂行しています。

平成30年度は、西日本集中豪雨や台風21号により桜塚クリーンセンター搬入・搬出路の寸断や一

時的な事務所の孤立など多くの影響を受けましたが、亀岡市の災害出動要請に応じて災害廃棄物の

回収・運搬にあたりました。また、亀岡市ゼロエミッション計画の具体的施策として、ごみ減量・

リサイクル推進並びにふるさと愛豊かで環境意識の高い市民育成を目的とした業務を推進しまし

た。

(2) 個別事業の内容

一般廃棄物の排出抑制、分別排出及び資源の有効な再生利用の促進と適正な処理を推進するため、

下記事業を実施しました。

ア 家庭ごみの分別排出、資源の再生利用等を促進する事業

（ア）家庭ごみ収集運搬及び適正排出促進業務

亀岡市内の家庭から排出されるごみの収集運搬や粗大ごみ回収・破砕ごみの運搬等を行い、

ごみ分別や適正排出などの啓発・指導やごみ出しルールの問合せにも丁寧に対応しました。

平成30年度収集運搬量実績

種類及び区分 平成30年度 平成29年度 差引増減 前年比

燃 や す ご み 12,783.4t 12,937.6t △154.2t 98.8％

埋 立 て ご み 1,395.0t 1,278.2t 116.8t 109.1％

資 源 ご み 1,485.5t 1,532.0t △46.5t 97.0％

空 き カ ン 207.6t 243.3t △35.7t 85.3％

空 き ビ ン 468.1t 491.7t △23.6t 95.2％

乾 電 池 5.9t 7.8t △1.9t 75.6％

ス プ レ ー 缶 20.1t 20.1t 0t 100.0％

ラ イ タ ー 1.6t 1.6t 0t 100.0％

プラスチック製容器包装 688.2t 680.6t 7.6t 101.1％

ペットボトル 94.0t 86.9t 7.1t 108.1％

粗 大 ご み 198.7t 177.6t 21.1t 111.9％

破 砕 ご み 285.6t 275.2t 10.4t 103.8％

合 計 16,148.2t 16,200.6t △52.4t 99.7％

＊収集運搬量は端数処理した数値を表示しています。

＊災害復旧事業として西日本集中豪雨・台風21号の発生後に災害ごみ回収を行いました。

（延べ9日間に分けて回収場所から仮集積場まで29往復）。

＊ごみ出しルールに違反するごみに啓発ステッカーを貼付して適正な分別排出を指導しています。

啓発ステッカー貼付枚数（枚）

平成30年度 平成29年度 増減量 前年比

3,797 3,410 387 111.3％



（イ）普及啓発事業

ａ 環境啓発イベント

人と環境にやさしい資源循環型まちづくり推進を目的として、ふるさと愛豊かで環境意識の高

い市民育成をテーマとしたイベントを開催しました。かめおかプラスチックごみゼロ宣言支援事

業としてマイバッグシェア運動や洋服・おもちゃの無償交換会を行うなど、民間企業・教育機関

・ＮＰＯ法人・行政機関など14団体がふるさとや環境に関するブースを出展しました。マイバッ

グシェア運動は法人事務所でも受け付けており、市民からのお問い合わせやマイバッグの寄付・

提供がありますので、今後も継続して実施します。

実施日 催事名 対 象 場 所 参加者

2月 2日 ふるさとLovers2019 市 民 ガレリアかめおか
約500名

自 然 と 文 化 の 体 験 フ ェ ス タ

3月31日 マイバッグシェア運動・エコブース出展 市 民 南 郷 公 園
約1,500名

亀 岡 さ く ら ま つ り

ｂ 街頭啓発活動

今年度初めての取組として、6月の環境月間にＪＲ馬堀駅前で街頭啓発活動を実施しました。

亀岡市内のＪＲ嵯峨野線各駅における街頭啓発活動については、亀岡市や他団体との協働を検討

しながら継続して実施する予定です。

実施日 催事名 場 所

6月 7日 6 月 環 境 月 間 街 頭 啓 発 活 動 Ｊ Ｒ 馬 堀 駅 前

10月12日 3 Ｒ 推 進 月 間 街 頭 啓 発 及 び 清 掃 活 動 Ｊ Ｒ 亀 岡 駅 周 辺

12月20日 亀岡市美化推進重点地域の清掃及び啓発活動 亀 岡 市 美 化 推 進 重 点 地 域
（ Ｊ Ｒ 亀 岡 駅 周 辺 ）

3月 1日 亀岡市美化推進重点地域の清掃及び啓発活動 亀 岡 市 美 化 推 進 重 点 地 域
（ Ｊ Ｒ 亀 岡 駅 周 辺 ）

ｃ 展示活動

3Ｒ活動の普及啓発及びごみ出しルールの周知活動として、桜塚クリーンセンター工場棟2階展

示エリアに関連資料等を展示し、施設来場者に説明しています。

ｄ ホームページ運営

法人の基本情報の公開並びに主催事業の告知・報告等をしています。

（ウ）環境学習事業

a 環境セミナー

人と環境にやさしい資源循環型まちづくり推進を目的として、ふるさと愛豊かで環境意識の高

い市民育成をテーマに環境セミナーを2回開催しました。児童の夏休み期間中には、親子対象の

環境セミナーとして、亀岡市内のごみ処理施設を探検し、クイズラリーや体験ゲームを通じてエ

コロジーと３Ｒについて学びました。秋季には、ふるさと環境学習として、亀岡旧城下町で催さ

れたおいで祭りと会所飾りの魅力を紹介するなかで街のごみ拾いを行うツアーを開催しました。



実施日 催事名 対 象 場 所 参加者

8月25日 第13回環境セミナー｢親子エコロジー探検隊｣ 市 民 桜塚クリーンセンター
18名

ごみ処理施設探検ツアーとクイズラリー エコトピアかめおか

10月20日 第14回環境セミナー ｢快環エコウォーク｣ 市 民 亀 岡 市城 下 町
17名

お い で 祭 り と 会 所 飾 り 巡 り

ｂ 環境学習会

子ども達や地域自治会を対象にした下記の学習会を主催しました。

（ａ）3Ｒキッズチャレンジ（41回実施）

人と環境にやさしい資源循環型まちづくり及びふるさと愛豊かで環境意識の高い市民育成を

目的として、保育所・幼稚園・小学校でふるさと環境学習を行いました。また、事業の専門性

の確保や事業ニーズに応えるため、専門家や関係機関との協働事業の推進に努めました。

実施日 実施校・園 対 象 内 容

5 月 8 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 ダンボールコンポスト教室・エコクイズラリー

5 月 2 1 日 亀岡市立幼稚園 年 長 組 3 6 名 リ サ イ ク ル マ ー ク 発 見 ゲ ー ム

6 月 4 日 本 梅 保 育 所 年 長 組 8 名 絵 本 の 読 み 聞 か せ

6 月 5 日 西 別 院 小 学 校 全校生徒17名 リ サ イ ク ル マ ー ク 発 見 ゲ ー ム

6 月 1 0 日 亀岡市立幼稚園 年 長 組 4 0 名 買 い 物 ゲ ー ム

6 月 1 1 日 東 部 保 育 所 年中･長組66名 絵 本 の 読 み 聞 か せ

6 月 1 4 日 大 井 小 学 校 2 年 生 6 7 名 ダンボールコンポスト教室・エコクイズラリー

7 月 2 日 本 梅 保 育 所 年 長 組 6 名 リ サ イ ク ル マ ー ク 発 見 ゲ ー ム

7 月 1 2 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 ふ る さ と の 歴 史 と 自 然 環 境 学 習

7 月 1 8 日 本 梅 小 学 校 4 年 生 1 0 名 リ サ イ ク ル マ ー ク 発 見 ゲ ー ム

7 月 2 6 日 千 代 川 幼 稚 園 年 長 組 2 6 名 川 の 美 化 活 動 と 生 き 物 調 査

8 月 3 1 日 東 部 保 育 所 年 長 組 3 6 名 買 い 物 ゲ ー ム

9 月 1 1 日 亀岡市立幼稚園 年 長 組 4 0 名 牛 乳 パ ッ ク で は が き 作 り

9 月 1 9 日 中 部 保 育 所 年中･長組29名 買 い 物 ゲ ー ム

9 月 2 7 日 西 別 院 小 学 校 全校生徒17名 牛 乳 パ ッ ク で は が き 作 り

1 0 月 3 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 座談会（亀岡市の環境について学ぶ）

1 0 月 4 日 畑 野 小 学 校 4 年 生 7 名 環境学習ゲーム（環境に優しい選択）

1 0 月 1 2 日 畑 野 小 学 校 4 年 生 8 名 全 国 へ き 地 教 育 研 究 大 会 公 開 授 業

1 0 月 1 8 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 環境学習ゲーム（環境に優しい選択）

1 0 月 1 9 日 川 東 保 育 所 保 護 者 8 0 名 子 供 服 の 交 換 会



1 0 月 2 2 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 子 ど も 記 者 市 取 材 ツ ア ー

1 0 月 3 0 日 本 梅 保 育 所 年 長 組 1 0 名 買 い 物 ゲ ー ム

1 1 月 6 日 安 詳 小 学 校 5年生 1 4 5名 ふ る さ と 環 境 学 習

1 1 月 9 日 安 詳 小 学 校 5年生 1 4 5名 川 ご み 調 査 隊

1 1 月 1 2 日 東 部 保 育 所 年 長 組 3 6 名 ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

1 1 月 1 6 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 川 ご み 調 査 隊

1 1 月 2 1 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 山 陰 街 道 膝 栗 毛

1 2 月 6 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 ふ る さ と 環 境 学 習

1 2 月 1 1 日 川 東 保 育 所 年中･長組61名 リ サ イ ク ル マ ー ク 発 見 ゲ ー ム

1 2 月 1 3 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 環 境 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 2 月 1 9 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 環 境 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 月 8 日 川 東 保 育 所 年 長 組 3 3 名 買 い 物 ゲ ー ム

1 月 1 5 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 環 境 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 月 1 6 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 環 境 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 月 1 7 日 吉 川 小 学 校 4 年 生 8 名 亀 岡 市 長 訪 問 授 業

2 月 4 日 千 代 川 幼 稚 園 年 長 組 2 6 名 ご み 処 理 場 見 学 ツ ア ー

2 月 6 日 詳 徳 小 学 校 5 年 生 4 2 名 ふ る さ と の 環 境 と 歴 史 ・ 文 化

2 月 2 8 日 大 井 小 学 校 5 年 生 8 4 名 ふ る さ と の 環 境 と 歴 史 ・ 文 化

3 月 1 2 日 川 東 保 育 所 年 中 組 2 8 名 ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

3 月 1 3 日 詳 徳 小 学 校 5 年 生 4 2 名 ふ る さ と 環 境 学 習

3 月 1 4 日 千 代 川 小 学 校 5 年 生 7 9 名 ふ る さ と 環 境 学 習

（ｂ）講師派遣

実施日 内 容 対 象 場 所 派遣人数

6 月 2 日
クリーンかめおか推進会議

市民21名 篠町自治会館 2名
ダンボールコンポスト講座

9 月 1 日
クリーンかめおか推進会議

市民14名 篠町自治会館 2名
ダンボールコンポスト講座

1 2 月 8 日
クリーンかめおか推進会議

市民24名 篠町自治会館 5名
ダンボールコンポスト講座



（ｃ）地域ふれあい協働事業（ダンボールコンポスト堆肥を使った野菜づくり社会実験）

篠町自治会・篠町まちつくり推進会農園部会・篠町クリーン推進員と協働して食物残渣の循環活

用と実用化について実験研究しました。

実施期間 内 容 実験結果

6月から12月 ・篠町ふれあい農園の1畝を借用し、ダンボールコ ・収穫した野菜は全て発育良

ンポスト堆肥を使用した野菜づくりを行った。畝 く、風味豊かで甘みがあった。

づくりから苗の植え付け（白菜・大根・ネギ）、 一定の防虫対策は必要である

水やり、草取りなどを参加者が協力して行った。 が、堆肥としての性能は化学

肥料と比較しても遜色ない。

（ｄ）こどもたちに環境を伝える会

亀岡市内の保育士、小学校教諭、図書館司書、図書館ボランティアの方々やふるさと亀岡の自

然・文化・歴史に造詣の深い方々とのワーキンググループを主催し、環境学習教材としての大型紙

芝居を作成しています。

実施日 内 容 場 所

6 月 28 日 第 6回ワークショップ・ストーリーづくり 亀 岡 市 立 図 書 館 会 議 室

8 月 29 日 第 7回 ワ ー ク シ ョ ッ プ ・ ラ フ 画 づ く り 亀 岡 市 立 図 書 館 会 議 室

10 月 17 日 第 8回 ワ ー ク シ ョ ッ プ ・ 小 道 具 づ く り 亀 岡 市 立 図 書 館 会 議 室

（ｅ）地球環境子ども村協働事業

ふるさと亀岡の豊かな自然環境をこども達の誇れる原風景として将来にわたり保護・保全すると

ともに、人が自然を尊重して共生する社会並びに持続可能な資源循環型まちづくりに資するため、

亀岡市地球環境子ども村と協働しています。

実施日 催事名 場 所 参加者

4 月 14日 タ ン ポ ポ 教 室 地 球 環 境

子 ど も 村 26名

5 月 19日
ペ ッ ト ボ ト ル で 野 菜 作 り 地 球 環 境

子 ど も 村 13名

6 月 8日
ホ タ ル 教 室 ガ レ リ ア

か め お か 17名

7 月 14日
亀 岡 生 き 物 大 学 開 校 式 地 球 環 境

子 ど も 村 138名

8 月 10日
亀 岡 星 空 観 望 会 地 球 環 境

夏 休 み ス ペ シ ャ ル 子 ど も 村 76名

10 月 6日
環 境 教 室 地 球 環 境

マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 影 響 調 査 子 ど も 村 35名

11 月 10日
環 境 教 室 地 球 環 境

身 近 な エ コ ロ ジ ー に つ い て 子 ど も 村 59名

12 月 2日
シ ン ボ ル 事 業 地 球 環 境

子 ど も 村 22名ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

12 月 15日
亀 岡 生 き 物 大 学 閉 校 式 地 球 環 境

子 ど も 村 73名

3 月 23日
環 境 自 動 車 教 室 地 球 環 境

子 ど も 村 13名



（ｆ）桜塚クリーンセンター施設見学会

実施日 対 象 内 容

6 月 か ら 1 2 月 亀 岡 市 立 小 学 校 4 年 生 7 9 4 名 （ 1 6 校 ） 収集車展示・ 3Ｒの学習

6 月 2 9 日 南 つ つ じ ヶ 丘 ク リ ー ン 推 進 員 2 9 名 ご み 出 し ル ー ル の 説 明

7 月 1 3 日 篠 町 ク リ ー ン 推 進 員 2 5 名 ご み 出 し ル ー ル の 説 明

1 2 月 7 日 曽 我 部 町 ク リ ー ン 推 進 員 2 0 名 ご み 出 し ル ー ル の 説 明

（エ）不法投棄等監視パトロール

生活環境・自然環境を保護するため、全収集車両に「不法投棄等監視パトロール中」のステッカ

ーを貼り、不法投棄防止の啓発を行うとともに、不法投棄ごみの発見に努めました。

平成30年8月6日に亀岡市と不法投棄対策協働パトロール「“ながら”サポートプロジェクト」の

実施に関する協定を締結し、事業内容の向上と枠組みづくりを推進しました。

（24件の不法投棄を発見・報告）

（オ）サンプリング調査

亀岡市内の住宅地域、農業地域、商業地域のごみ集積場に出された埋立てごみの重量・容積割合

を調べ、環境学習教材のデータに使うとともに、亀岡市へデータ提供しました。調査結果の傾向と

しては、依然として埋立てごみのなかにペットボトルやプラスチック製容器包装などが混入してお

り、ゼロエミッション達成に向けてごみ出しルールの周知徹底や市民の環境意識の啓発事業を推進

するためのデータを得ることが出来ました。

イ 水環境の保全を推進する事業

（ア）普及啓発事業

a 環境啓発イベント

市民の環境意識の啓発を目的として、下記の事業を共催及び参加しました。

実施日 催事名 場所及び内容 参加者

8月 4日 こ ど も 海 ご み 探 偵 団 舞 鶴 市 三 浜 海 岸 27名

舞 鶴 調 査 海 岸 漂 着 ご み 調 査 （一般公募）

11月11日 こ ど も 海 ご み 探 偵 団 保 津 川 河 畔 22名

保 津 川 調 査 川 ご み 調 査 （一般公募）

12月 1日 地 域 ふ れ あ い ガ レ リ ア か め お か 約5,000名

サ イ エ ン ス フ ェ ス タ お も し ろ 科 学 実 験

3月 3日 保 津 川 の 日 保 津 川 河 畔 約450名

エ コ ウ ォ ー ク 等 イ ベ ン ト

b 普及啓発活動

水環境保全の普及啓発活動として、当法人の委託業務区域のし尿くみ取り世帯（1,189世

帯）を対象に下水道への早期の接続及び浄化槽の設置を呼びかけるチラシを配布しました。

c 展示活動

水環境保全に関する普及啓発のため、亀岡市若宮工場玄関ロビーに関連資料を展示しました。



（イ）亀岡市若宮工場の運転管理業務

公共用水域の水質汚濁防止と水環境の保全の推進を目的として亀岡市内で排出されたし尿及び浄

化槽汚泥を適正処理しました。（好気性消化処理方式＋高度処理）

平成30年度末で供用停止となる工場の最終汚泥処理や引き抜きまでの工程を提案するなど、安全

確実に移行できるよう亀岡市の要望に応えました。

平成30年度搬入・処理量実績前年比

種類及び区分 平成30年度 平成29年度 差引増減 前年比

し 尿 5,580.1kℓ 5,599.4kℓ △19.3㎘ 99.7％

地 域 浄 化 槽 汚 泥 40kℓ 40kℓ 0㎘ 100.0％

浄 化 槽 汚 泥 4,681.5kℓ 4,634.9kℓ 46.6㎘ 101.0％

合 計 10,301.6kℓ 10,274.3kℓ 27.3㎘ 100.3％

（ウ）し尿収集運搬業務

公衆衛生の向上と水環境の保全を図り、市民の清潔で快適な生活環境を守るため、亀岡市のくみ

取り世帯の内、環境事業公社の担当区域（篠町、東つつじヶ丘、西つつじヶ丘、南つつじヶ丘、保

津町、千代川町、大井町、宮前町、東本梅町、本梅町、畑野町、東別院町、西別院町）のくみ取り

を行いました。

西日本集中豪雨及び台風21号による便槽の浸水被害などに対応する災害復旧業務として、し尿の

くみ取り作業を行いました。（延べ97件・60.7㎘）

平成30年度収集・運搬業務実績

種類及び区分 平成30年度 平成29年度 差引増減 前年比

延べくみ取り件数 14,062件 14,439件 △377件 97.4％

収 集 運 搬 量 3,994.8kℓ 3,966.0kℓ 28.8㎘ 100.7％

ウ 一般管理業務

人と環境にやさしい資源循環型まちづくり及び亀岡市ゼロエミッション計画の推進に資するため、

亀岡市環境事業公社中・長期事業計画に基づいた環境学習事業や環境意識の普及啓発事業の拡大、官

・学・民協働の枠組づくりに取り組みました。平成30年8月6日に亀岡市及び京都府警亀岡警察署と「ド

ライブレコーダーによるまちの見守り活動に関する協定」を締結しました。若宮工場の運転管理業務

の廃止に伴い、京都府公益認定等審議会への手続や亀岡市との協議・調整、新たな組織体制の検討・

対応などを進めました。

職場の安全衛生管理として、安全衛生委員会活動を推進し、役職員の健康診断やストレスチェック

を実施するとともに、職員のメンタルヘルス対策を推進しました。公私における交通事故対策を含む

労働災害防止活動については、安全対策の見える化を進め、全職員の努力もあって安全運転管理事業

所表彰の金賞受賞に繋がりました。

クリーンかめおか推進会議をはじめ、外部機関・団体の運営や事業に参画して公益目的事業の充実

にも取り組んでいます。



平成30年度参加実績

川と海つながり共創プロジェクト プロ ジェクト委員
事 業 運 営 （ 3 回 ）

会 議 出 席 （ 2 回 ）

ク リ ー ン か め お か 推 進 会 議 副 会 長
総 会 出 席 （ 1 回 ）

理 事 会 出 席 （ 1 回 ）

亀 岡 市 循 環 型 社 会 推 進 審 議 会 委 員
総 会 出 席 （ 1 回 ）

(3) 職員配置（平成31年3月31日現在）

区分 人数

正 職 員 55名

再雇用職員 2名

非常勤嘱託職員 4名

計 61名

(4) 保有・管理車両の状況（平成31年3月31日現在）

用 途 し尿収集運搬業務 ごみ収集運搬業務 事務連絡

種 類 バ キ ュ ー ム 車 プ レ ス 車 ダ ン プ 車 ビ ン 分 別 軽 自 動 車

収 集 車

種類別台数 4台 14台 9台 2台 3台

合計台数 4台 25台 3台



２ 役員会等に関する事項

(1) 評議員会

議 案 番 号 議 事 事 項 提出年月日 議決年月日

第1回評議員会 平成 平成

第1号 評議員の選任について 30. 4. 4 30. 4. 4

第2号 理事の選任について 30. 4. 4 30. 4. 4

報告事項 平成30年度事業計画及び収支予算について 30. 4. 4 ―

第2回評議員会

第1号 平成29年度財務諸表及び財産目録の承認について 30. 5. 29 30. 5. 29

第2号 理事の選任について 30. 5. 29 30. 5. 29

第3号 監事の選任について 30. 5. 29 30. 5. 29

報告事項 平成29年度事業報告について 30. 5. 29 ―

第3回評議員会

第1号 役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する規程の 30.12. 26 30.12. 26

一部改正について

報告事項 平成31年度事業計画及び収支予算について 30.12. 26 ―

(2) 理事会

議 案 番 号 議 事 事 項 提出年月日 議決年月日

第1回理事会 平成 平成

第1号 常務理事の選定について 30. 4. 4 30. 4. 4

第2回理事会

第1号 平成29年度事業決算報告の承認について 30. 5. 11 30. 5. 11

第2号 評議員会の招集について 30．5. 11 30. 5. 11

第3回理事会 （決議の省略）

第1号 理事長の選定について 30. 5. 29 30. 5. 29

第2号 常務理事の選定について 30. 5. 29 30. 5. 29

第4回理事会

第1号 職員給与規程の一部改正について 30.12．18 30.12．18

第2号 平成30年度補正予算（第1号）について 30.12．18 30.12．18

第3号 平成31年度事業計画及び収支予算について 30.12．18 30.12．18

第4号 評議員会の招集について 30.12．18 30.12．18

報告事項 平成30年度事業報告について 30.12．18 ―

第5回理事会

第1号 処務規程の一部改正について 31. 3. 27 31. 3. 27

第2号 平成30年度補正予算（第2号）について 31. 3. 27 31. 3. 27

第3号 評議員会の招集について 31. 3. 27 31. 3. 27

以 上



平成30年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条

第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成

しない。

令和元年５月

公益財団法人亀岡市環境事業公社


